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 本シリーズは，福島第一原子力発電所の燃料デブリ取り出しに寄与するサプレッションチェンバー(S/C)

内の補修・止水技術開発に関する試験検討内容を取り纏めるものである。本発表では，S/C 内止水技術の研

究開発の背景および前大会からシリーズ発表を行っている試験内容の概要を説明する。 

キーワード：福島第一原子力発電所，燃料デブリ，S/C，止水，水中不分離性コンクリート 

1. 技術開発の背景 

福島第一原子力発電所事故に伴い発生した燃料デブリは，放射線の遮蔽，ダスト飛散防止，冷却維持の

観点から原子炉格納容器(PCV)を水で満たした

状態で取り出す冠水工法が有力工法の一つとし

て計画されている[1]。本工法の遂行には，PCV

内の漏えい箇所の補修・止水が必要となる。そ

の一環として S/C 内を補修・止水する工法の確

立を目的に試験を実施した。なお，この成果は，

経済産業省／平成 25 年度補正予算 廃炉・汚染

水対策事業費補助金により得られたものである。 

2. S/C 内の止水技術開発の内容 

止水対象は S/C 内のクエンチャ，ストレーナ，

ダウンカマ，真空破壊弁およびφ50mm 程度の損傷孔である。施工条件は，材料の注入箇所が全 8 箇所，

建屋外から材料注入箇所までの配管距離が最長 100m 程度で，連続打込の施工となる。さらに S/C 内は，

滞留水のある水中環境下，高線量・狭隘箇所が存在するためセメント系材料による充填止水を確認する必

要がある。上記の施工・環境条件より，止水材料の要求性能は耐水性，流動性，自己充填性，止水性，耐

放性となることから，工事実績のある水中不分離性コンクリートを基本とした材料開発により材料選定し，

最適配合，適用可能配合を設定した。 

選定材料の性能確認試験として，合流部長距離流動試験，放射線の照射試験を実施し，水中不分離性，

流動性，自己充填性，耐放性を確認した。また，止水対象箇所の止水性確認試験として，各対象箇所の模

型を製作して水中不分離性コンクリートを使用した充填性確認試験を実施した。充填試験は実環境を想定

し，流水環境や打込速度を同様の条件として実施し，充填性を確認した後，硬化後の透水試験により止水

性を確認した。 

本大会の発表では，S/C 内の止水技術開発試験のうち，7) 小型ダウンカマ模型による止水試験，8) 実規

模ダウンカマ模型による止水試験，9) 実規模 S/C 内設備模型による止水試験，および 10) 実規模真空破壊

弁模型による止水試験について発表する。 
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図 1 S/C の内の止水対象要
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